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　７
月
31
日
に
國
場
国
土
交
通
副
大
臣

と
田
野
瀬
太
道
衆
議
院
議
員
が
来
村
さ

れ
、
上
池
原
工
区
の
災
害
現
場
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
南
村
長
も
現
場
へ
同
行
し
、

６
ヶ
月
間
通
行
規
制
に
よ
る
本
村
・
近

隣
市
町
村
へ
の
様
々
な
影
響
の
説
明
も

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
道
１
６
９
号

は
崩
土
が
頻
繁
に
発
生
し
、
狭
あ
い
な

箇
所
も
多
い
た
め
、
川
上
村
か
ら
県
境

ま
で
の
抜
本
的
な
道
路
の
改
良
及
び
、

国
の
直
轄
権
限
代
行
に
よ
り
事
業
が
実

施
さ
れ
る
前
鬼
～
上
池
原
間
の
ト
ン
ネ

ル
ル
ー
ト
事
業
の
早
期
着
手
完
成
を
國

場
副
大
臣
に
要
望
し
ま
し
た
。

國
場
国
土
交
通
副
大
臣
が
上
池
原
工
区
を
視
察
さ
れ
ま
し
た

　８
月
15
日
に
「
第
38
回
下
北
山
村
夏

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
で
38
回
目
を
迎
え
る
下
北
山
村

夏
祭
り
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
や
台
風
等
の
影
響
に
よ
り
直
近
で
は

花
火
の
打
上
の
み
だ
っ
た
の
で
、
夏
祭

り
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
久
し
ぶ
り

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　素
敵
な
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
に
よ
る
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
迫
力
満
点
の
太
鼓
の
演
奏
な
ど
豪

華
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
後
は
打
上
花

火
が
あ
り
、追
善
供
養
花
火
、メ
ッ
セ
ー

ジ
花
火
、
そ
し
て
最
後
に
は
下
北
山
村

か
ら
皆
様
へ
、
感
謝
の
想
い
を
込
め
た

創
作
花
火
を
打
ち
上
げ
、
夏
の
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。

　ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
飾
っ
た
創
作
花

火
に
は
、
池
原
ダ
ム
運
転
開
始
60
周
年

と
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の

世
界
遺
産
登
録
20
周
年
を
記
念
す
る
と

と
も
に
、
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
昨
年

の
12
月
の
崩
土
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
お
怪
我
を
さ
れ
た
方
へ

の
お
見
舞
い
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
期
に
亘
り
生
活
道
が
寸

断
さ
れ
た
こ
と
で
、
村
民
の
皆
様
に
大

変
ご
辛
抱
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て

の
、
感
謝
の
気
持
ち
も
込
め
て
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　会
場
内
で
は
花
火
を
楽
し
む
皆
様
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。
実
施
に

あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
38
回
　下
北
山
村
夏
祭
り

下
北
山
村
議
会

臨
時
会
を
開
催

令
和
６
年
８
月　

第
１
回

　
８
月
６
日
、
令
和
６
年
第
１
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
１
件

と
、
工
事
請
負
契
約
締
結
の
議
決
を
求

め
る
議
案
１
件
の
、
次
の
２
議
案
が
上

程
さ
れ
承
認
及
び
可
決
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

★
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
次
の
１

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
説
明
：
専
決
処
分
と
は
‐
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず
に

村
長
自
ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
、

議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な

ど
に
限
っ
た
補
充
的
手
段
。

☆
令
和
６
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
４
８
５
万
円
を
追
加
し
、
総
額

２
４
９
，
８
９
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
歳
出
に
お
い
て
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
２
５
０
万
円
、
夏
祭
り
補
助

金
１
５
０
万
円
（
財
源
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
）、
消
防
団
員
退
職
報
償
金

85
万
円
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
教
職
員
住
宅
新
築(

二
期)

工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
契
約
金
額

　
１
６
９
，
９
５
０
，
０
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社 

森
下
組
（
吉
野
郡
大
淀

町
桧
垣
本
１
５
８
９
番
地
）

・
工
期

　
至 

令
和
７
年
３
月
21
日

・
場
所

　
大
字
上
池
原
地
内

・
建
築
概
要

２
棟
延
べ
床
面
積
４
４
７
．
１
８

㎡
（
１
棟
当
た
り
床
面
積
２
２
３
．

５
９
㎡
）、
１
棟
に
つ
き
５
戸
長
屋

建
に
て
一
戸
当
た
り
の
床
面
積
は

４
４
．
７
２
㎡
。
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　７
月
31
日
に
國
場
国
土
交
通
副
大
臣

と
田
野
瀬
太
道
衆
議
院
議
員
が
来
村
さ

れ
、
上
池
原
工
区
の
災
害
現
場
を
視
察

さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
南
村
長
も
現
場
へ
同
行
し
、

６
ヶ
月
間
通
行
規
制
に
よ
る
本
村
・
近

隣
市
町
村
へ
の
様
々
な
影
響
の
説
明
も

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
道
１
６
９
号

は
崩
土
が
頻
繁
に
発
生
し
、
狭
あ
い
な

箇
所
も
多
い
た
め
、
川
上
村
か
ら
県
境

ま
で
の
抜
本
的
な
道
路
の
改
良
及
び
、

国
の
直
轄
権
限
代
行
に
よ
り
事
業
が
実

施
さ
れ
る
前
鬼
～
上
池
原
間
の
ト
ン
ネ

ル
ル
ー
ト
事
業
の
早
期
着
手
完
成
を
國

場
副
大
臣
に
要
望
し
ま
し
た
。

國
場
国
土
交
通
副
大
臣
が
上
池
原
工
区
を
視
察
さ
れ
ま
し
た

　８
月
15
日
に
「
第
38
回
下
北
山
村
夏

祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
で
38
回
目
を
迎
え
る
下
北
山
村

夏
祭
り
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
や
台
風
等
の
影
響
に
よ
り
直
近
で
は

花
火
の
打
上
の
み
だ
っ
た
の
で
、
夏
祭

り
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
久
し
ぶ
り

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　素
敵
な
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
に
よ
る
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
迫
力
満
点
の
太
鼓
の
演
奏
な
ど
豪

華
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
後
は
打
上
花

火
が
あ
り
、追
善
供
養
花
火
、メ
ッ
セ
ー

ジ
花
火
、
そ
し
て
最
後
に
は
下
北
山
村

か
ら
皆
様
へ
、
感
謝
の
想
い
を
込
め
た

創
作
花
火
を
打
ち
上
げ
、
夏
の
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。

　ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
飾
っ
た
創
作
花

火
に
は
、
池
原
ダ
ム
運
転
開
始
60
周
年

と
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の

世
界
遺
産
登
録
20
周
年
を
記
念
す
る
と

と
も
に
、
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
昨
年

の
12
月
の
崩
土
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
お
怪
我
を
さ
れ
た
方
へ

の
お
見
舞
い
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
期
に
亘
り
生
活
道
が
寸

断
さ
れ
た
こ
と
で
、
村
民
の
皆
様
に
大

変
ご
辛
抱
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て

の
、
感
謝
の
気
持
ち
も
込
め
て
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　会
場
内
で
は
花
火
を
楽
し
む
皆
様
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。
実
施
に

あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
38
回
　下
北
山
村
夏
祭
り
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８
月
５
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
５

日
間
、
浦
向
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、

夏
休
み
寺
子
屋
教
室
事
業
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

活
動
を
と
も
に
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
臨
床

心
理
学
・
発
達
心
理
学
・
教
育
心
理
学

等
の
専
門
家
及
び
大
学
院
生
の
計
８
名

が
指
導
者
に
な
り
、
本
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
今
年
は
屋
外
で
の
熱

中
症
の
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
予
定
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
午
前
・
午
後
を
入
れ
替
え
て
実
施
し
、

子
ど
も
達
の
熱
中
症
対
策
を
最
優
先
に

行
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
開
講
式
を
行
い
、
午
後
か
ら

予
定
し
て
い
た
浦
向
か
ら

寺
垣
内
周
辺
の
村
案
内
を

午
前
中
に
、
午
後
か
ら
は

浦
向
公
民
館
に
て
神
輿
の

制
作
を
行
い
、
こ
こ
で
は

自
分
た
ち
の
身
の
回
り
に

あ
る
も
の
を
使
い
、
子
ど

も
た
ち
で
相
談
や
ア
イ
デ

ア
を
出
し
な
が
ら
、
全
員

で
協
力
し
て
工
作
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
の
午
前
は
、
１
年

生
か
ら
５
年
生
の
グ
ル
ー

プ
と
６
年
生
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
川

遊
び
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
各
自
宿
題
を
持
参
し
、
学
習
と
自
由

遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
日
目
の
午
前
中
は
、
初
日
に
制
作

し
た
神
輿
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
４
日
目
は
、２
日
目
と
同
じ
内
容
で
、

最
終
日
の
５
日
目
は
、
み
ん
な
で
制
作

し
た
神
輿
を
担
い
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

前
ま
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。
道
中
、
沿

道
で
保
護
者
や
地
元
の
方
か
ら
の
声
援

や
拍
手
で
迎
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
大
自
然
の
中
で
の
川

遊
び
体
験
や
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
一

つ
の
物
を
作
る
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
、
一
人
ひ
と
り
の
こ
れ
か
ら
の
成
長

を
後
押
し
し
、
将
来
必
ず
役
に
立
つ
こ

と
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

「
夏
休
み
寺
子
屋
教
室
」

開
催
！

　【奈良女子大学連携】　下北山エクステンションセンター定期通信

授業の中から生まれた商品が、きなり館などに並ぶのが楽しみですね♪

奈良女子大学での授業が今期最終回を迎えました！
7/19(金)に奈良女子大学での授業、キャリアデザインゼミナール最後の授業を行いました。
4月から4か月間、つちのこパークの道下さんがメイン講師となり、下北山村の魅力を地域の産業に
どのように育てていくかについて、奈良女子大学の学生さんと授業を通じて一緒に考えていきました。
最終回では、授業の中で考えた商品の試作品を奈良女子大学まで持参し、試食会を実施しました。
たくさんのアイデアの中から生まれた試作品がこちらです。

「下北山エクステンションセンター」とは？
2023年11月より、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に
下北山村と奈良国立大学機構（奈良女子大学・奈良教育大学）との
相互の教育・研究・事業創生の地域拠点として設立されました。

奈良女子大学特任助教
鈴木　靖子

（左から）
・じゃばら味噌（じゃばら×南朝味噌）
・じゃばら茶
・じゃばらドレッシング
・じゃばらマヨネーズ
★下北山で採れたきゅうりも持参しました！
　（これもまた、皆さんに好評でした。）

　８
月
２
日
、
保
育
所
に
お
き
ま
し
て

年
長
・
年
中
組
（
青
・
黄
組
）
が
普
段

体
験
で
き
な
い
、
夜
間
の
保
育
を
す
る

夕
涼
み
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
紙
風
船
・
ス
イ
カ
割
り
を

し
、次
に
流
し
そ
う
め
ん
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
以
降
、
園
児
た
ち
に
は
雰

囲
気
だ
け
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
、毛
糸
を
そ
う
め
ん
に
見
た
て
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
箸
で
摘
ま
ん

だ
り
し
て
ワ
イ
ワ
イ
と
笑
い
な
が
ら
容

器
に
移
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　先
生
方
と
一
緒
に
夕
飯
を
食
べ
た
後

は
、
お
祭
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
ゲ
ー
ム

を
し
て
、
ク
リ
ア
し
た
園
児
へ
お
土
産

を
渡
し
ま
し
た
。

　最
後
は
外
も
暗
く
な
り
、
手
持
花
火

と
打
ち
上
げ
花
火
を
し
て
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

保
育
所
　夕
涼
み
会
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８
月
５
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
の
５

日
間
、
浦
向
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、

夏
休
み
寺
子
屋
教
室
事
業
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

活
動
を
と
も
に
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
臨
床

心
理
学
・
発
達
心
理
学
・
教
育
心
理
学

等
の
専
門
家
及
び
大
学
院
生
の
計
８
名

が
指
導
者
に
な
り
、
本
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
今
年
は
屋
外
で
の
熱

中
症
の
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
予
定
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
午
前
・
午
後
を
入
れ
替
え
て
実
施
し
、

子
ど
も
達
の
熱
中
症
対
策
を
最
優
先
に

行
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
開
講
式
を
行
い
、
午
後
か
ら

予
定
し
て
い
た
浦
向
か
ら

寺
垣
内
周
辺
の
村
案
内
を

午
前
中
に
、
午
後
か
ら
は

浦
向
公
民
館
に
て
神
輿
の

制
作
を
行
い
、
こ
こ
で
は

自
分
た
ち
の
身
の
回
り
に

あ
る
も
の
を
使
い
、
子
ど

も
た
ち
で
相
談
や
ア
イ
デ

ア
を
出
し
な
が
ら
、
全
員

で
協
力
し
て
工
作
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
の
午
前
は
、
１
年

生
か
ら
５
年
生
の
グ
ル
ー

プ
と
６
年
生
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
川

遊
び
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
各
自
宿
題
を
持
参
し
、
学
習
と
自
由

遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
日
目
の
午
前
中
は
、
初
日
に
制
作

し
た
神
輿
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
４
日
目
は
、２
日
目
と
同
じ
内
容
で
、

最
終
日
の
５
日
目
は
、
み
ん
な
で
制
作

し
た
神
輿
を
担
い
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

前
ま
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。
道
中
、
沿

道
で
保
護
者
や
地
元
の
方
か
ら
の
声
援

や
拍
手
で
迎
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
大
自
然
の
中
で
の
川

遊
び
体
験
や
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
一

つ
の
物
を
作
る
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
、
一
人
ひ
と
り
の
こ
れ
か
ら
の
成
長

を
後
押
し
し
、
将
来
必
ず
役
に
立
つ
こ

と
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

「
夏
休
み
寺
子
屋
教
室
」

開
催
！

　【奈良女子大学連携】　下北山エクステンションセンター定期通信

授業の中から生まれた商品が、きなり館などに並ぶのが楽しみですね♪

奈良女子大学での授業が今期最終回を迎えました！
7/19(金)に奈良女子大学での授業、キャリアデザインゼミナール最後の授業を行いました。
4月から4か月間、つちのこパークの道下さんがメイン講師となり、下北山村の魅力を地域の産業に
どのように育てていくかについて、奈良女子大学の学生さんと授業を通じて一緒に考えていきました。
最終回では、授業の中で考えた商品の試作品を奈良女子大学まで持参し、試食会を実施しました。
たくさんのアイデアの中から生まれた試作品がこちらです。

「下北山エクステンションセンター」とは？
2023年11月より、上桑原の『つちのこパーク（旧保育所）』の一室に
下北山村と奈良国立大学機構（奈良女子大学・奈良教育大学）との
相互の教育・研究・事業創生の地域拠点として設立されました。

奈良女子大学特任助教
鈴木　靖子

（左から）
・じゃばら味噌（じゃばら×南朝味噌）
・じゃばら茶
・じゃばらドレッシング
・じゃばらマヨネーズ
★下北山で採れたきゅうりも持参しました！
　（これもまた、皆さんに好評でした。）

　８
月
２
日
、
保
育
所
に
お
き
ま
し
て

年
長
・
年
中
組
（
青
・
黄
組
）
が
普
段

体
験
で
き
な
い
、
夜
間
の
保
育
を
す
る

夕
涼
み
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
紙
風
船
・
ス
イ
カ
割
り
を

し
、次
に
流
し
そ
う
め
ん
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
以
降
、
園
児
た
ち
に
は
雰

囲
気
だ
け
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
、毛
糸
を
そ
う
め
ん
に
見
た
て
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
箸
で
摘
ま
ん

だ
り
し
て
ワ
イ
ワ
イ
と
笑
い
な
が
ら
容

器
に
移
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　先
生
方
と
一
緒
に
夕
飯
を
食
べ
た
後

は
、
お
祭
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
ゲ
ー
ム

を
し
て
、
ク
リ
ア
し
た
園
児
へ
お
土
産

を
渡
し
ま
し
た
。

　最
後
は
外
も
暗
く
な
り
、
手
持
花
火

と
打
ち
上
げ
花
火
を
し
て
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

保
育
所
　夕
涼
み
会
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こんにちは。下北山つちのこパークです。 

この夏、新商品が続々登場！かわいいグッズと一緒にお出かけしちゃおう！ 

⭐Ｔシャツとハンドタオルには、『池原ダム釣り×つちのこくん』と『KINARI Camp！×つちのこく 

ん』のオリジナルイラストの２種類が登場！可愛くてワクワクするデザインに心が踊ること間違いな

し！ 

⭐つちのこパークのロゴがデザインされた、キャップは４色展開！自分に似合う色をかぶってお出かけ
しちゃおう！ 

つちのこくんグッズは、きなり館売店にて好評発売中！是非、チェックしよう！ 
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こんにちは。下北山つちのこパークです。 

この夏、新商品が続々登場！かわいいグッズと一緒にお出かけしちゃおう！ 

⭐Ｔシャツとハンドタオルには、『池原ダム釣り×つちのこくん』と『KINARI Camp！×つちのこく 

ん』のオリジナルイラストの２種類が登場！可愛くてワクワクするデザインに心が踊ること間違いな

し！ 

⭐つちのこパークのロゴがデザインされた、キャップは４色展開！自分に似合う色をかぶってお出かけ
しちゃおう！ 

つちのこくんグッズは、きなり館売店にて好評発売中！是非、チェックしよう！ 
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ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
厳
し
い
で
す
ね
。

こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
、
熱
中
症
に
は

十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

ね
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
10
月
1
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
が
定
期
接
種
（
B
類
疾
病
）
に
位
置

付
け
ら
れ
ま
す
。
本
村
で
も
左
記
日
程

で
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
で
接

種
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
診
療
所
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
の
障
害

又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
障
害
を
有
す
る
方

【
日
程
】

10
月
７
日
（
月
）・
10
日
（
木
）・

17
日
（
木
）

【
受
付
期
間
】

９
月
２
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

【
申
込
み
方
法
】

診
療
所
（
６
―
０
１
３
０
）
へ
電
話

で
申
込
み

※
村
外
接
種
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
６
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※
当
日
午
前
11
時
ま
で
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

ぐ
っ
す
り
快
眠
☆
夜
ヨ
ガ
教
室

　
夜
ヨ
ガ
に
よ
っ
て
一
日
の
体
の
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
を
ほ
ぐ
し
ま
せ
ん
か
？
質

の
高
い
睡
眠
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果

的
！

【
講
師
】
ヨ
ガ
講
師
　
桝
井
紋
子 

先
生

【
日
時
】
10
月
9
日
（
水
）

　
　
　
午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

女
性
の
が
ん
検
診

　
近
年
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
な
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
乳
が
ん
は

50
〜
60
歳
代
、
子
宮
が
ん
は
30
〜
40
歳

代
で
死
亡
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
無
料
で
受
診
頂
け
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】
11
月
28
日
（
木
）

受
付
時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検

診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

【
申
込
期
間
】
９
月
27
日
（
金
）
ま
で

【
費
用
】
無
料

※
当
日
、
無
料
で
歯
科
健
診
を
実
施
し

ま
す
。

出
張
！
巡
回
運
動
教
室

《
下
北
若
返
り
塾
》

　
村
内
の
公
民
館
を
巡
回
し
ま
す
。
10

月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
講
師
】
理
学
療
法
士
　
西
田 

宗
幹

【
内
容
】
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト

　
　
　
講
話
（
介
護
予
防
に
つ
い
て
）

【
日
程
・
場
所
】

　
　
10
月
４
日
（
金
）
佐
田
公
民
館

【
時
間
】

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
45
分

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
６
―
０
０
１
５

　
診
療
受
付
簿
へ
記
名
に
よ
る
診
療
予

約
を
、
診
察
券
の
投
函
に
よ
る
診
療
予

約
へ
変
更
し
ま
す
。

診
察
の
流
れ

①
受
診
さ
れ
た
方
へ
診
療
所
窓
口
に
て

診
察
券
を
発
行
。

②
名
前
を
記
入
し
診
察
券
入
れ
へ
投

函
。

③
投
函
順
に
診
察
を
開
始
し
ま
す
。

④
お
会
計
の
時
に
診
察
券
は
お
返
し
し

ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
下
北
山
村
診
療
所

（
６
―
０
１
３
０
）
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。 下

北
山
村
診
療
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　暑
さ
が
非
常
に
厳
し
い
で
す
が
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
し
っ
か
り
と

水
分
を
取
り
、
エ
ア
コ
ン
を
利
用
し
て
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
漢
方
薬
で
す
。

漢
方
薬
は
東
洋
医
学
と
し
て
古
代
中
国
で

形
作
ら
れ
た
医
療
で
あ
り
、
５
〜
６
世
紀

に
日
本
に
伝
来
し
て
か
ら
、「
和
漢
」
と

い
う
独
自
の
考
え
方
も
加
え
ら
れ
て
発
展

し
ま
し
た
。
し
か
し
西
洋
の
治
療
薬
と
違

い
、
一
つ
の
成
分
で
一
つ
の
効
能
を
出
す

も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
成
分
の
組
み
合

わ
せ
で
様
々
な
効
能
を
出
す
こ
と
や
、「
体

の
怠
さ
」「
気
分
の
イ
ラ
イ
ラ
感
」「
喉
の

違
和
感
」
な
ど
に
効
果
が
あ
る
た
め
、
血

液
や
画
像
の
検
査
で
効
果
が
有
る
の
か
無

い
の
か
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
ら
れ
ず
、
医
学

的
な
研
究
や
論
文
を
生
み
出
し
難
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
医
師
だ
け
で
な
く
一
般
の

方
々
か
ら
も
「
本
当
に
効
く
の
？
」
と
疑

問
を
持
た
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
最
近
で
は
「
ど
う
い
う
仕
組
で
効
果
が

あ
る
の
か
」
が
少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
一
部
の
漢
方
薬
は
「
和
漢
」

の
考
え
方
を
利
用
し
、「
こ
の
症
状
に
は

こ
れ
！
」
と
い
っ
た
形
の
使
い
方
も
可
能

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
２
０
２
４

年
時
点
で
診
療
所
に
あ
る
漢
方
に
つ
い
て

簡
単
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
診
療
所

に
来
る
と
き
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

•

安
中
散…

主
に
胃
も
た
れ
な
ど
に
利
用

し
ま
す
。
市
販
の
胃
腸
薬
に
も
入
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

•

葛
根
湯…

言
わ
ず
と
知
れ
た
風
邪
に
効

く
漢
方
。
実
は
肩
の
周
り
の
褐
色
細
胞
に

働
い
て
温
め
る
効
能
が
あ
り
、
肩
こ
り
に

も
効
き
ま
す
。

•

葛
根
湯
加
川
芎
辛
夷…

慢
性
副
鼻
腔

炎
、
い
わ
ゆ
る
蓄
膿
症
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
鼻
の
通
り
が
良
く
な
り
ま
す
。

•

桂
枝
茯
苓
丸…

更
年
期
特
有
の
冷
え
の

ぼ
せ
に
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
生
理

痛
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

•

五
苓
散…

体
内
の
水
分
量
を
整
え
る
効

能
が
あ
り
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
と
い
う
頭

の
中
に
血
腫
が
で
き
る
病
気
や
、
頭
痛
、

め
ま
い
、
腱
鞘
炎
、
更
年
期
の
手
の
む
く

み
等
に
も
効
果
が
あ
り
、
最
近
で
は
心
不

全
に
も
効
果
が
あ
る
と
し
て
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。

•

芍
薬
甘
草
湯…

筋
肉
の
異
常
な
緊
張
を

取
る
効
能
が
あ
り
，
こ
む
ら
返
り
や

し
ゃ
っ
く
り
を
止
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す

が
，
毎
日
ず
っ
と
飲
み
続
け
る
と
血
圧
が

上
が
る
と
い
っ
た
副
作
用
が
出
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

•

小
青
竜
湯…

花
粉
症
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
葛
根
湯
は
寒
気
の
す
る
風
邪
に
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、
小
青
竜
湯
は
寒
気
の
無

い
風
邪
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

•

清
暑
益
気
湯…

夏
バ
テ
に
よ
る
食
欲
不

振
に
効
果
が
有
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

•

大
建
中
湯…

乾
燥
さ
せ
た
生
姜
な
ど
の

生
薬
で
で
き
て
お
り
、
お
腹
を
温
め
る
効

果
で
便
秘
の
人
に
も
下
痢
の
人
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。
西
洋
の
便
秘
薬
に
比
べ
て

刺
激
が
少
な
く
、
癖
に
な
ら
な
い
の
も
特

徴
で
す
。
お
腹
の
手
術
の
後
に
飲
む
と
腸

閉
塞
に
な
り
に
く
い
と
い
う
研
究
結
果
も

あ
り
ま
す
。

•

釣
藤
散…

イ
ラ
イ
ラ
、
不
安
で
頭
痛
が

出
た
り
血
圧
が
上
が
る
人
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

•

当
帰
四
逆
加
呉
茱
萸
生
姜
湯…

寒
い
地

方
で
有
名
に
な
っ
た
漢
方
で
す
。
手
足
を

温
め
る
効
果
が
高
く
、
冷
え
性
や
腰
か
ら

来
る
神
経
痛
な
ど
に
非
常
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

•
麦
門
冬
湯…

風
邪
が
治
っ
た
あ
と
に
も

残
る
、
喉
仏
よ
り
上
の
喉
の
違
和
感
や
乾

い
た
咳
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
口
の
中
を

潤
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

•

八
味
地
黄
丸…
下
腹
部
を
温
め
る
効
能

が
あ
り
、
頻
尿
、
軽
い
膀
胱
炎
や
腰
痛
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

•

半
夏
厚
朴
湯…

喉
仏
よ
り
下
辺
り
の
喉

の
違
和
感
や
、
不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
で
息
が

詰
ま
る
と
き
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
和
漢
」
で
は
梅
核
気
と
い
っ
て
、「
梅
干

し
の
種
（
ヘ
タ
）
が
喉
に
引
っ
か
か
っ
て

い
る
」
と
話
す
方
に
ズ
バ
ッ
と
効
く
驚
き

の
漢
方
で
す
。

•

麻
黄
湯…

体
力
の
あ
る
方
の
風
邪
に
は

葛
根
湯
よ
り
こ
ち
ら
が
良
く
効
き
ま
す
。

特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
タ
ミ
フ
ル

と
い
う
特
効
薬
と
同
じ
く
、
熱
が
出
る
期

間
を
短
縮
さ
せ
る
効
果
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

•

抑
肝
散…

イ
ラ
イ
ラ
、
不
安
感
か
ら
く

る
歯
ぎ
し
り
や
不
眠
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
認
知
症
の
た
め
に
困
っ
た
行
動
を
し

て
し
ま
う
と
き
（
周
辺
症
状
と
い
い
ま
す
）

に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

•

六
君
子
湯…

グ
レ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
を
活
性
化
さ
せ
、
食
欲
を
増
や
し
て
く

れ
ま
す
。
機
能
性
胃
腸
症
と
い
う
病
気
に

も
使
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
こ
で
紹
介
し
た
使
い
方
は
あ
く
ま
で

一
例
で
す
。
ま
た
院
外
処
方
せ
ん
で
様
々

な
漢
方
薬
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
も
し

も
気
に
な
る
方
は
お
気
軽
に
診
療
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
♪

下
北
山
村
診
療
所

　田
口 

浩
之

第
７
回 

院
内
の
漢
方
薬
に
つ
い
て

〜
西
洋
と
東
洋
の
融
合
を
目
指
し
て
〜

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
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ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
厳
し
い
で
す
ね
。

こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
、
熱
中
症
に
は

十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

ね
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
10
月
1
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
が
定
期
接
種
（
B
類
疾
病
）
に
位
置

付
け
ら
れ
ま
す
。
本
村
で
も
左
記
日
程

で
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
方
で
接

種
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
診
療
所
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
の
障
害

又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
障
害
を
有
す
る
方

【
日
程
】

10
月
７
日
（
月
）・
10
日
（
木
）・

17
日
（
木
）

【
受
付
期
間
】

９
月
２
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

【
申
込
み
方
法
】

診
療
所
（
６
―
０
１
３
０
）
へ
電
話

で
申
込
み

※
村
外
接
種
に
つ
い
て
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
６
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

※
当
日
午
前
11
時
ま
で
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

ぐ
っ
す
り
快
眠
☆
夜
ヨ
ガ
教
室

　
夜
ヨ
ガ
に
よ
っ
て
一
日
の
体
の
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
を
ほ
ぐ
し
ま
せ
ん
か
？
質

の
高
い
睡
眠
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果

的
！

【
講
師
】
ヨ
ガ
講
師
　
桝
井
紋
子 
先
生

【
日
時
】
10
月
9
日
（
水
）

　
　
　
午
後
7
時
〜
午
後
8
時
30
分

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

女
性
の
が
ん
検
診

　
近
年
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
な
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
乳
が
ん
は

50
〜
60
歳
代
、
子
宮
が
ん
は
30
〜
40
歳

代
で
死
亡
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
無
料
で
受
診
頂
け
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】
11
月
28
日
（
木
）

受
付
時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検

診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

【
申
込
期
間
】
９
月
27
日
（
金
）
ま
で

【
費
用
】
無
料

※
当
日
、
無
料
で
歯
科
健
診
を
実
施
し

ま
す
。

出
張
！
巡
回
運
動
教
室

《
下
北
若
返
り
塾
》

　
村
内
の
公
民
館
を
巡
回
し
ま
す
。
10

月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
講
師
】
理
学
療
法
士
　
西
田 

宗
幹

【
内
容
】
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト

　
　
　
講
話
（
介
護
予
防
に
つ
い
て
）

【
日
程
・
場
所
】

　
　
10
月
４
日
（
金
）
佐
田
公
民
館

【
時
間
】

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
45
分

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
６
―
０
０
１
５

　
診
療
受
付
簿
へ
記
名
に
よ
る
診
療
予

約
を
、
診
察
券
の
投
函
に
よ
る
診
療
予

約
へ
変
更
し
ま
す
。

診
察
の
流
れ

①
受
診
さ
れ
た
方
へ
診
療
所
窓
口
に
て

診
察
券
を
発
行
。

②
名
前
を
記
入
し
診
察
券
入
れ
へ
投

函
。

③
投
函
順
に
診
察
を
開
始
し
ま
す
。

④
お
会
計
の
時
に
診
察
券
は
お
返
し
し

ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
下
北
山
村
診
療
所

（
６
―
０
１
３
０
）
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。 下

北
山
村
診
療
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　次
の
と
お
り
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
運
動
期
間
】

　９
月
21
日
（
土
）
～
９
月
30
日
（
月
）

【
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
】

　９
月
30
日
（
月
）

【
運
動
の
重
点
（
全
国
重
点
）】

•
反
射
材
用
品
等
の
着
用
推
進
や
安
全

な
横
断
方
法
の
実
践
等
に
よ
る
歩
行

者
の
交
通
事
故
防
止

〇
推
進
デ
ー
…
９
月
21
日
（
土
）

•
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交

通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

〇
推
進
デ
ー
…
９
月
24
日
（
火
）

•
夕
暮
れ
時
以
降
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進
と
飲

酒
運
転
等
の
根
絶

駐在さん通信駐在さん通信

〇
推
進
デ
ー
…
９
月
27
日
（
金
）

　重
点
に
沿
っ
た
施
策
や
交
通
指
導
取

締
り
が
全
国
、
県
下
各
地
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

　県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、「
思
い
や
り
と
ゆ

ず
り
合
い
」
の
気
持
ち
を
持
っ
て
交
通

事
故
の
な
い
、
や
す
ら
ぎ
の
大
和
路
づ

く
り
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
急
増
！
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺

　奈
良
県
内
だ
け
で
、
今
年
に
入
り
13

億
円
以
上
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。　「

著
名
人
に
よ
る
無
料
の
投
資
セ
ミ

ナ
ー
」、「
必
ず
儲
か
る
」
な
ど
の
甘
い

言
葉
に
ご
用
心
！

　ニ
セ
広
告
を
タ
ッ
プ
し
た
と
き
か
ら

被
害
が
始
ま
り
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
著
名
人
の
名

前
・
写
真
を
悪
用
し
た
嘘
の
投
資
広
告

を
出
し
た
り
「
必
ず
儲
か
る
投
資
方
法

を
教
え
ま
す
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
な
ど
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
誘
導
し
、
投

資
に
関
す
る
や
り
取
り
を
重
ね
て
、
被

害
者
を
信
用
さ
せ
最
終
的
に
「
投
資

金
」、「
手
数
料
」
な
ど
と
い
う
名
目
で

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
手
段
に
よ

り
金
銭
等
を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
で

す
。　一

度
騙
さ
れ
る
と
、
詐
欺
と
気
づ
く

ま
で
お
金
を
何
度
も
振
込
ん
で
し
ま

い
、
１
，
０
０
０
万
円
以
上
の
高
額
被

害
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

　警
察
で
は
、
全
国
統
一
の
警
察
相
談

専
用
電
話
で
あ
る
「
♯
９
１
１
０
」
番

に
ち
な
ん
で
、
毎
年
９
月
11
日
を
「
警

察
相
談
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　奈
良
県
警
察
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
と
安
心
に
関
す
る
相
談
を
24
時

間
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　奈
良
県
警
察
本
部
に
は
総
合
相
談
窓

口
が
あ
り
、
相
談
の
内
容
を
お
聞
き
し

て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
相
談
窓
口

に
適
切
に
振
り
分
け
て
的
確
な
助
言
や

指
導
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
耳
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
「
お
話
フ
ァ
ッ
ク
ス
」
も
設
け

て
い
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
警
察
本
部
だ
け
で
な
く
駐

在
所
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。　「

知
ら
な
い
警
察
官
に
相
談
し
た

い
」、「
知
っ
て
い
る
警
察
官
だ
か
ら
相

談
し
や
す
い
」
と
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
十
分
に
気
を

配
っ
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

地
元
の
駐
在
所
も
ぜ
ひ
頼
っ
て
く
だ
さ

い
。相

談
窓
口

●
総
合
相
談
窓
口

☎
０
７
４
２

－

２
３

－

１
１
０
８

　プ
ッ
シ
ュ
回
線 

♯
９
１
１
０

●
お
話
フ
ァ
ッ
ク
ス

　（
耳
が
不
自
由
な
方
）

　F
A
X

　０
７
４
２

－

２
４

－

０
８
４
７

●
寺
垣
内
駐
在
所

　☎
６

－

０
０
３
１

●
池
原
駐
在
所

　☎
５

－

２
０
０
３
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　本校では、知的障害のある幼児の保護者や、児童と保護者

等に対して、本校の教育についての理解と認識を深めていた

だくために、説明会等を次のとおり行います。

〔小学部〕〔就学相談・個別体験学習〕

＊対象＝知的障害のある幼児とその保護者

　９月10日（火）～ 12月11日（水）

　火・水曜日の午前10時～ 11時半

〔中学部〕〔第二回体験学習〕

＊対象＝知的障害のある小学六年生とその保護者、小学校の

教員ほか

　10月７日（月）～ 11月11日（月）

　月・木曜日の午前9時半～ 14時半

【教育相談】

　お子様の日常生活指導・教科指導等特別支援教育について

の相談等がありましたら、ご利用ください。事前にお申込み

が必要です。日程や時間を調整させていただきます。

【問合せ先】

奈良県立大淀養護学校

吉野郡大淀町下渕414‐1

☎０７４７（５２）７６５５

Mail:oyodoyogo-s-info@e-net.nara.jp

【ホームページ掲載先】

　奈良県立大淀養護学校（保護者・地域の方へ）
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奈良県立大淀養護学校
保護者説明会・体験学習

　窓
口
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請
の
際
に
、
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の
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え
づ
ら
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来
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に
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っ
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目
的
に
、
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。
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近
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さ
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す

　次
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お
り
秋
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交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
運
動
期
間
】

　９
月
21
日
（
土
）
～
９
月
30
日
（
月
）

【
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
】

　９
月
30
日
（
月
）

【
運
動
の
重
点
（
全
国
重
点
）】

•
反
射
材
用
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の
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用
推
進
や
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横
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方
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事
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９
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。
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と
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入
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か
る
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ど
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葉
に
ご
用
心
！

　ニ
セ
広
告
を
タ
ッ
プ
し
た
と
き
か
ら

被
害
が
始
ま
り
ま
す
。
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取
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れ
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０
０
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。
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。
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。
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和６年 （2024） 月号　No.8079

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和６年７月31日現在

転入　５人
出生　０人
転出　０人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

808人
376人
432人
518戸

先月比
3）
4）
1）
2）

（＋
（＋
（－
（＋

夏休み寺子屋教室
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